
宣 言 日 令和　５年　６月　９日

住 所 さいたま市北区奈良町14-3

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社 荏原製作所 北関東支社

代表者役職 氏名 支社長　吉田 英吾

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

働き方改革の施策として、有給休暇の取得
を促進する。

＜（現状値）2022年の数値＞
有給休暇平均取得日数：16日/年

＜2030年に向けた指標＞

18日/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

17日/年

地域社会への貢献として、彩の国ロードサ
ポート制度による清掃活動を実施する。

＜（現状値）202２年の数値＞
彩の国ロードサポートによる清掃活動
：２回/年　のべ8人参加

＜2030年に向けた指標＞

６回/年　のべ24人参加

＜取組開始３年後に向けた指標＞

４回/年　のべ16人参加

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①９0％以上（２７台/３０台）②25.4km/L

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①８５％以上（２６台/３０台）②２１．４ｋｍ/Ｌ

環境保護の観点から、車両を環境配慮型
車両に切り替える。
＜（現状値）2022年の数値＞
①環境配慮型車両導入率：76.7％（23台
/30台）
②平均燃費：19.3km/L

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

『技術で、熱く、世界を支える』というスローガンのもと、荏原グループは2030年に向けて解決・改善
に取り組む≪重要課題≫を５つ設定しています。①持続可能な社会づくりへの貢献　②進化する豊か
な生活づくりへの貢献　③環境マネジメントの徹底　④人材の活躍促進　⑤ガバナンスの更なる革新
荏原グループは事業活動を通じてこれらの解決に取り組むことで、社会・環境価値、経済価値の向上に
つながる成果を実現し、SDGｓの達成に貢献していきます。

株式会社 荏原製作所 北関東支社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


